
収縮期血圧が右以下の場合、橈骨動脈は消失する 79

収縮期血圧を右の間に設定すると橈骨動脈の脈拍が弱くなる 80-87

収縮期血圧が右の値と等しいかそれ以上であれば、橈骨動脈脈は正常 88

収縮期血圧が右の値と等しいかそれ以下の場合、上腕動脈は消失する 79

収縮期血圧を右の間に設定すると上腕動脈の脈拍が弱くなる 80-87

収縮期血圧が右の値と等しいかそれ以上であれば、上腕動脈脈は正常 88

収縮期血圧が右以下の場合、頸動脈は消失する 59

収縮期血圧を右の値の間（又は同じ）に設定すると頸動脈の脈拍が弱くなる 60-69
収縮期血圧が右の値と等しいかそれ以上であれば、頸動脈は正常 70
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